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山形県特殊詐欺被害撲滅推進協議会

　『詐欺電話』をブロック！　～そなえあれば、被害なし！～　　　　

#特殊詐欺はすぐそばに　　#山形県から特殊詐欺被害をなくしたい

　　　　県内で「ニセ警察詐欺」による被害が発生（総額約4,８５３万円相当）

R8

だまされないための注意点　～こんな時…それは詐欺！～

【被害者】

山形市居住 ５0歳代 女性

【被害額】

・金地金 2,000 グラム（総額約 4,822 万円相当）

・約31万円分の暗号資産

【被害概要】

■令和８年７月下旬、被害者宅に、郵便局員を名乗る男から留守番電話が入り、折り

返したところ、「鹿児島中央郵便局に留め置きされたあなたの荷物に偽造の可能性

があるキャッシュカードや身分証がある」などと言われ、鹿児島県警のナガヤマを

名乗る男に電話を転送されました。

■その後、LINEで鹿児島県警の「⻑山」、「永島」と名乗る男らとやりとりし、逮捕状

の画像が送信され、「マネーロンダリングの容疑者になっている。守秘義務を守ら

ないと逮捕する。無実と証明されるまで資産を凍結する。」などと言われ、預金残

高と金地金を保有していることを伝えました。

■すると、「金地金は金融庁の女性職員が取りに行く。」などと言われ、山形市内の駐

車場で金融庁職員を名乗る女に、金地金2,000グラム（総額約 4,822万円相当）

を手渡し、さらに、「悪用されないように口座の残金を暗号資産に換える必要があ

る」などと言われて、約31万円分の暗号資産を送信しました。

■その後２回目の送信ができず、暗号資産取引所の運営会社から、「詐欺の疑いがあ

るので取引を停止した」などと説明され、さらに、警察からも被害の確認を受けま

したが、その時は被害に気づきませんでした。

■その後、家族に相談するなどして被害に気づきました。

特殊詐欺による 被害発生高額

【犯人からのアポ電（国際電話）を受けない方法】

◎自宅の固定電話は「国際電話利用休止」手続きを！

◎スマートフォンは「警察庁推奨アプリ」をダウンロード！

ダウンロードはこちらから

ダウンロード・利用は無料

◎警察官がビデオ通話やＳＮＳ等で警察手帳や令状を見せることはありません！

◎警察官が電話やＳＮＳ等を通じて捜査名目に現金等を要求することもありません！

◎電話でお金の話が出たら、一旦電話を切り、家族や警察に相談を！

※イラストはイメージです。


